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Die Bedeutung der pestalozzischen Hilfe für armute Kinder und Waisen 





























































































































































者に支払われた名目上の賃金について 1875 年を 100 と

















































































月労働日の合計 87日 130日 102.5日 120日 90日




































































































































































































































































































































































































（1） 収集した資料の一例を示す．Karl Rohrer : Das gesetzliche
 Armenwesen im Kanton Aargau seit 1804 und 
Reformbestrebungen für ein neues Armengesetz. Zürich 
und Leipzig, 1918. ／ Hans Düssli : Das Armenwesen 
des Kantons Thurgau seit 1803. Frauenfeld, 1948. ／
 Helene Baltensberger : Das Armenwesen des Kantons 
Zürich vom Armengesetz von 1836 bis zu der 
Revisionsbestrebungen der 60er Jahre. Zürich, 1940. な
ど．
（2） 18 世紀スイスの移民は，総計約 25,000 人（チューリッ

















（5） Batzen（バッツェン）は 15 ～ 19 世紀に使用された















いた（cf. 加藤・佐藤 , 2008, p.43.）．また 1830 年代のフ
ランスでも，６～８歳の子どもが朝５時から遠く離れた




事するという実態があった（cf. 佐藤・向井 , 2008, p.49.）．
（9） ペスタロッチーの理論は，ホフヴィルのフェレンベルク
（Fellenberg,P.E.v. 1771 ～ 1844）やフェレンベルクの教
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